


事後評価
社会資本総合整備計画

拠点性の高い、にぎわいあふれるまちづくり

都市建築部 都市整備課
令和７年２月１２日

社会資本総合整備計画の事業評価について

【評価事項】
①事業の進捗状況
②事業効果の発現状況
③成果目標の実現状況
④今後の方針

事後評価

社会資本整備総合交付金（略称：社総金）社会資本整備総合交付金（略称：社総金）

社会資本総合整備計画の策定

事業実施（３～５年）

・課題に対して３～５年間で達成することを目標とする定量的な指標を設定

・地域が抱える政策課題を地方公共団体自ら抽出

・目標を達成するために必要となる事業箇所を選定

・自主的に整備計画の妥当性等を評価した後、計画を国土交通大臣に提出
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・岐阜県事業評価監視委員会への意見聴取

・事後評価の結果の公表、国土交通大臣への
報告
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県内道路網の整備や中心都市へのアクセス強化により、産業物流の効率化や中心市街地や観
光の活性化、次世代育成環境における安全・安心な道路づくりの促進を図る。
１．渋滞緩和、走行環境改善による移動時間短縮便益 ⇒目標：４，１５２百万円/年
２．対象事業での用途地域内における歩道整備率 ⇒目標：９２％

社会資本総合整備計画の概要

計画の期間計画の期間

都市部におけるまちづくり、または安全・円滑な交通の確保、中心市街地の活性化に
資する都市計画道路の整備により、幹線道路網の構築、渋滞緩和または解消、
交通結節点の整備、歩行者空間の確保、大規模プロジェクト（東海環状自動車道ICアクセス
強化等）の支援を図り、資源を活かした活力ある県土を形成する。

計画の目標計画の目標

成果目標（アウトカム指標）成果目標（アウトカム指標）

平成31年度～令和5年度（5年間）

計画名称計画名称

拠点性の高い、にぎわいあふれるまちづくり
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計画の対象計画の対象

道路整備事業（バイパス整備、現道拡幅、歩道整備）

全体事業費全体事業費

7，400百万円

（１）事業の進捗状況
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事業箇所 整備箇所
計画期間内に

完了箇所
現在整備中箇所

（都）⾧良糸貫線（正木工区） 岐阜市 R5完了

（都）神田神戸線 大垣市 R5完了

（都）大野揖斐川線 大野町 〇

（都）妻木線 土岐市 R4完了

妻木南部地区（（都）妻木線外１路線） 土岐市 R4完了

（都）高富美濃線 美濃市 〇

（都）⾧良糸貫線（三橋工区） 本巣市 〇

（都）犬山東町線バイパス（１期工区） 各務原市 〇

（都）音羽小名田線 多治見市 〇

（都）大垣神戸大野線 神戸町・大野町 R5一部区間完了 〇

（都）大垣関ケ原線 垂井町 〇

（都）岐阜鵜沼線 各務原市 〇

合計 12箇所 5箇所 8箇所
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（２）事業効果の発現状況（事業位置）

事業箇所位置図事業箇所位置図

全要素事業（１２事業）の位置は、下図のとおり。
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（都）神田神戸線

（都）⾧良糸貫線（正木工区）

（都）妻木線

下呂市

瑞浪市

土岐市

多治見市

可児市

美濃加茂市

各務原市

岐阜市

大垣市 羽島市

本巣市

美濃市

関市

恵那市

郡上市

（都）大野揖斐川線

（都）高富美濃線

（都）⾧良糸貫線（三橋工区）

（都）犬山東町線バイパス

（都）岐阜鵜沼線

（都）音羽小名田線

（都）大垣神戸大野線

（都）大垣関ケ原線

妻木南部地区（（都）妻木線外１路線）

（２）事業効果の発現状況①

事業概要事業概要

■事業名：（都）長良糸貫線（正木工区）

■整備箇所：岐阜市 正木 地内

■事業延長：約0.5ｋｍ

■完 成：約0.5ｋｍ（令和５年度）
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（都）長良糸貫線

整備前整備前

東海環状自動車道 岐阜IC及び岐阜大学附属病院へのアクセス機能の強化

位置図位置図

（都）長良糸貫線
延長0.5km

整備状況写真整備状況写真

終
点

岐
阜
市
正
木

起
点

岐
阜
市
正
木

整備後整備後
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（２）事業効果の発現状況②

事業概要事業概要

■事業名：（都）神田神戸線

■整備箇所：大垣市中野町

～大垣市宿地町

■事業延長：約0.9ｋｍ

■完 成：約0.9ｋｍ（令和5年度）
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（都）神田神戸線

整備前整備前 整備後整備後

位置図位置図

写真要提供 写真要提供

（都）神田神戸線
延長0.9km

しゅくじ

整備状況写真整備状況写真

周辺道路の渋滞緩和と安全な歩行空間の確保に寄与

起点 大垣市中野町

終点 大垣市宿地町

（２）事業効果の発現状況③

事業概要事業概要

■事業名：（都）妻木線

■整備箇所：土岐市妻木町地内

■事業延長：約0.3ｋｍ

■完 成：約0.3ｋｍ（令和4年度）
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（都）妻木線

整備状況写真整備状況写真

整備前整備前 整備後整備後

周辺道路の渋滞緩和と安全な歩行空間の確保に寄与

位置図位置図

（都）妻木線
延長0.3km

起点 土岐市妻木町

つまぎ

終点 土岐市妻木町
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（２）事業効果の発現状況④

事業概要事業概要

■事業名：（都）大垣神戸大野線

■整備箇所：安八郡神戸町西座倉

～揖斐郡大野町下磯

■事業延長：約0.７ｋｍ

■完 成：約0.3ｋｍ（一部区間完成）
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（都）大垣神戸大野線

整備前整備前 整備後整備後

一部区間完成により、走行環境改善、安全で快適な歩行空間の確保に寄与

位置図位置図

（都）大垣神戸大野線
延長0.7km

にしざくら

しもいそ

整備状況写真整備状況写真

終点 揖斐郡大野町下磯

起点 安八郡神戸町西座倉

（３）計画の成果目標（定量的指標）の実現状況

１．渋滞緩和、走行環境改善による移動時間短縮便益 ⇒目標：４，１５２百万円/年
２．対象事業での用途地域内における歩道整備率 ⇒目標：９２％

■定量的指標

１．評価時点の各要素事業の短縮時間×区間の交通量×時間価値原単位
２．評価時点での整備延長÷都市計画決定延長×100

■定量的指標の算定式

■事業効果

適用
結果

（R5末）
目標値
（R5末）

目標と指標及び
目標値の関連性

定義

未達成2,359百万円/年4,152百万円/年
都市計画道路の整備により
道路交通の円滑化を図る移動時間短縮便益

未達成80％92％
歩道の連続的な整備により
中心市街地の活性化に資する
歩行空間を確保を図る

歩道整備率
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（４）今後の方針（案）

1

◆定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・１２事業のうち、10事業の計画期間内の完了を見込んでいたが、
４事業が完了、１事業が一部区間の完了に留まったため、目標値を達成することが
できなかった。

◆目標値を達成できなかった原因と対応
・街路事業では、市街地内に道路を整備するため補償物件が多く、地権者との調整や
建物の移転等に期間を要するため、それらを考慮して目標値を設定した。

・しかし、事業を実施する中で、全ての権利者の同意を得ることや埋蔵文化財の
調査などに想定以上の期間を要し、計画期間内に全ての事業が完了できなかった。

・計画期間内に完了できなかった事業は、早期完成に向けて、事業を継続して実施
している。そのうち、東海環状ICアクセス道路関係の3事業は、東海環状の開通に
間に合うよう令和６年度中に完了予定であり、１年遅れで事業効果が発現される。

◆今後の方針（案）
・計画期間内に完了できなかった事業は、次の社会資本総合整備計画の中に位置づけ、
引き続き用地交渉や埋蔵文化財の調査等を進めるとともに、土地収用制度の適切な
活用等を検討し、早期に完了できるよう推進していく 。
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